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地球温暖化対策～緩和と適応～
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出典：環境省資料

温室効果ガスの増加

化石燃料の使用による
二酸化炭素の排出など

気候変動

気温上昇（地球温暖化）
降雨パターンの変化
海面上昇など

気候変動の影響

生活、社会、経済
自然環境への影響

緩和
温室効果ガスの
排出を抑制する

被害を回避・
軽減する

適応

地球温暖化対策推進法 気候変動適応法

緩和 ：気候変動の原因となる温室効果ガスの排出削減対策

適応 ：既に生じている、あるいは将来予測される気候変動の影響による被害の防止・軽減対策

平成30年12月施行



気候変動適応法
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気候変動適応法

44

１ 目的（第１条）

地球温暖化その他の気候変動に起因して、生活、社会、経済及び自然環境における

気候変動影響が生じていること並びにこれが長期にわたり拡大するおそれがあること

に鑑み、気候変動適応に関する計画の策定、気候変動影響及び気候変動適応に関す

る情報の提供その他必要な措置を講ずることにより、気候変動適応を推進し、もって現

在及び将来の国民の健康で文化的な生活の確保に寄与することを目的とする。

２ 法の施行に伴い県に求められていること （努力義務規定）

 地域気候変動適応計画の策定 （第12条）

 地域気候変動適応センターの確保 （第13条）

三重県気候変動適応センターを平成３１年４月に設置



地域気候変動適応計画の策定
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１ これまでの取組

 三重県気候変動影響レポート

（2014年10月、2019年3月に作成）

２ 次期計画における対応方針

 これまでに収集した気候変動影響情報を活かし、県が行う適応策を整理・検討する。

 三重県地球温暖化対策総合計画（仮称）を、気候変動適応法に基づく「地域気候変動

適応計画」に位置づける。

 三重県の気候変動影響と適応のあり方について

（2016年3月に作成）

３ 地域気候変動適応計画策定一覧（都道府県に限る）

岩手県、宮城県、秋田県、茨城県、千葉県、神奈川県、静岡県、富山県、愛知県

大阪府、徳島県、高知県、福岡県、長崎県、宮崎県、鹿児島県



出典：気候変動監視レポート2018（気象庁HP）

 2019年の年平均気温は、過去2番目に高くなる見込み。
 年平均気温は100年あたり0.74℃の割合で上昇。
 陸域の降水量は、周期的な変動を繰り返している。

細線（黒）：各年の平均気温の基準値からの偏差、太線（青）：偏
差の5年移動平均、直線（赤）：長期的な変化傾向。基準値は1981
〜2010年の30年平均値。

棒グラフ：各年の平均気温の基準値からの偏差、太線（青）：偏差
の5年移動平均。基準値は1981〜2010年の30年平均値。

気候変動の状況
世界の年平均気温と降水量



気候変動の状況
世界の海面水温と海面水位

出典：気候変動監視レポート2018（気象庁HP）、AR5

 2018年の年平均海面水温平年差は、4番目に高い値。
 海面水温は、100年あたり0.54℃の割合で上昇。
 1901年から2010年の期間に、平均海面水位は0.19 m上昇。

・各年の値を黒い実線、5年移動平均値を青い実線、長期変化傾
向 を赤い実線で示す。
・平年値は1981〜2010年の30年平均値。

・1900～1905年平均を基準とした世界平均海面水位の長期変化
すべての時系列は年平均値を示し、不確実性の評価結果がある
場合は色つきの陰影によって示してある。

・黒・黄色・緑線は潮位計、赤線は人工衛星に搭載された高度計
の観測に基づいている。



気候変動の状況
２１世紀末の予測

RCP2.6

RCP4.5

RCP6.0

RCP8.5

シナリオ名称 シナリオのタイプ

RCP2.6
将来の気温上昇を2℃以下に抑えるという目
標のもとに開発されたシナリオ（排出量最
小）

RCP4.5 中位安定化シナリオ

RCP6.0 高位安定化シナリオ

RCP8.5 気温は工業化以前と比べて4.8℃程度上昇
するシナリオ（排出量最大）

出典：AR5（環境省HP）をもとに作成

特別報告書では、最大1.1m上昇



気候変動の状況
２１世紀末の予測

出典：AR5をもとに作成

 年平均降水量の差が地域、季節で増加。
 極端な降水がより強く、頻繁になる。
 2050年までに穀物価格が7.6％（中央値、範囲は1～23％）上昇。
 魚類の分布の変化 、個体数及び漁獲可能量の減少。
 食品ロスと食品廃棄物の削減は、温暖化の抑制に有効。

RCP2.6



気候変動の状況
日本の年平均気温と降水量

 2019年の年平均気温は、過去最高。
 年平均気温は100年あたり1.24℃の割合で上昇。
 猛暑日の平均年間日数は2倍に増加。

細線（黒）：各年の平均気温の基準値からの
偏差、太線（青）：偏差の5年移動平均、直線
（赤）：長期的な変化傾向。基準値は1981〜
2010年の30年平均値。

 降水量は、周期的な変動を繰り返し
ている。

棒グラフ：各年の平均気温の基準値からの偏差、太線（青）：偏差の
5年移動平均。基準値は1981〜2010年の30年平均値。

棒グラフ（緑）は各年の年間日数（全国13地点における平均で1地点あ
たりの値）。太線（青）は5年移動平均値、直線（赤）は長期変化傾向（こ
の期間の平均的な変化傾向）。

出典：気象庁HP



気候変動の状況
日本の大雨の回数と海面水温

出典：気象庁HP

 全国の1時間降水量50mm以上の年間発生回数は増加。
 その発生回数は、10年あたり27.5回の増加。
 平均海面水温は、100年あたり1.22℃上昇。
 平均海面水温は、10年規模の変動がある。

棒グラフ（緑）は各年の年間発生回数を示す（全国のアメダスによ
る観測値を1300地点あたりに換算した値）。直線（赤）は長期変化
傾向（この期間の平均的な変化傾向）を示す。

青丸は各年の平年差を、青の太い実線は5年移動平均値を表す。
赤の太い実線は長期変化傾向を表す。平年値は1981年〜2010
年の30年間の平均値。



気候変動の状況
２１世紀末の予測

 年平均気温は、温室効果ガス排出の大きいシナリオ（RCP8.5）ほど、
気温の上昇量が大きくなる。

シナリオ 全国（℃）

RCP2.6 1.1(0.5～1.7）

RCP4.5 2.0(1.3～2.7）

RCP6.0 2.6（1.6～3.6)

RCP8.5 4.4(3.4～5.4)

20世紀末頃（1984～2004年）に対する21世紀末
（2080～2100年）の変化

出典：地球温暖化予測情報第9巻（気象庁HP）



気候変動の状況
２１世紀末の予測

赤い棒グラフが現在気候との差、縦棒は年々変動の標準偏差（左：現在
気候、右：将来気候）を示す。
20世紀末（1980～1999年）に対する21世紀末（2076～2095年）の変化。

RCP8.5シナリオでの予測

 大雨や短時間強雨の回数は2倍になる。

地域 年間日数

全国 0.4±0.2

東日本太平洋側 0.3±0.3

 猛暑日は約19日増加する。

地域 年間日数

全国 19.1±5.2

東日本太平洋側 24.0±7.0

（左）棒グラフが現在気候（灰）、将来気候（青）における発生回数で、
縦棒は年々変動の標準偏差を示す。20世紀末（1980～1999年）に
対する21世紀末（2076～2095年）の変化。

出典：地球温暖化予測情報第9巻（気象庁HP）



気候変動の影響
日本で既に起きている・将来起きつつある気候変動影響

農林水産業

出典：環境省からの提供資料及び気象庁HPをもとに作成

異常気象・災害

熱中症・感染症

• 高温による生育障害や品質低下が発生
• 漁獲量の増減（スルメイカ、ブリ）

図 水稲の「白未熟粒」(左)と
「正常粒」(右)の断面
（写真提供：農林水産省）

図 うんしゅうみかんの浮皮
（写真提供：農林水産省）

図 ヒトスジシマカ
（写真提供：国立感染症研究所
昆虫医科学部）

• デング熱の媒介生物であるヒトスジシマカの分布北上
• 熱中症による救急搬送車者数は、過去最高<平成30年>
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熱中症による救急搬送状況

台風19号の影響で、東日本を中心に記録的な豪雨

三重県志摩市阿児は、
観測史上1位の降水量

222mm(6時間）
338mm(12時間）
409mm（24時間）

生態系

図 ニホンライチョウ
（写真提供：環境省）

図 サンゴの白化
（写真提供：環境省）

サンゴの白化、ニホンライチョウの生息域減少



気候変動の影響
日本で既に起きている・将来起きつつある気候変動影響

出典：日本における気候変動による影響に関する評価報告書をもとに作成



気候変動の状況
三重県津市の気温変化

出典：津地方気象台からの提供資料

 年平均気温は、100年あたり1.62℃の上昇。
 猛暑日の日数は、50年あたり4.7日増加。
 熱帯夜の日数は、50年あたり19.2日増加。
 冬日の日数は、50年あたり27.0日減少。

年平均気温

猛暑日

熱帯夜 冬日



気候変動の状況
三重県の降水変化

出典：津地方気象台からの提供資料、気象庁HPをもとに作成

 津市の年降水量は、100年あたり186mm減少。
 県内の1時間降水量50mm以上の年間回数に、変化傾向はない。
 記録的短時間大雨は、令和元年では9回発生。

津市の年降水量

三重県内の1時間降水量
50mm以上の年間回数

日降水量 1時間降水量

津市 427mm
(2004.9.29)

118mm
(1999.9.4)

四日市 295mm
(2000.9.11)

105mm
(2019.9.5)

尾鷲 806mm
(1968.9.26)

139mm
(1972.9.14)

観測史上最高記録



気候変動の状況
２１世紀末の予測・三重県

18
S8 温暖化影響・適応研究プロジェクトからの提供資料

RCP2.6シナリオ

年平均気温 1.0～2.8℃上昇

年降水量 6～14％増加

RCP8.5シナリオ

年平均気温 3.5～6.4℃上昇

年降水量 7～15％増加

14.7～16.5℃

２１世紀末における年平均気温の分布図 MIROC5の場合

17.2～20.1℃

２１世紀末における年降水量変化率分布図 MRIーGCM3.0の場合

年平均気温 15.9℃
年降水量 1,581mm

津市の平年値津市の平年値

23.0～24.0℃
22.0～23.0℃
21.0～22.0℃
20.0～21.0℃
19.0～20.0℃
18.0～19.0℃
17.0～18.0℃
16.0～17.0℃
15.0～16.0℃
14.0～15.0℃
13.0～14.0℃
12.0～13.0℃

降水量増加率
(1981～2000年との比)

RCP2.6 RCP8.5  

RCP2.6 RCP8.5  

年平均気温と年降水量



気候変動の状況
２１世紀末の予測・三重県

真夏日日数 約 ６０日増加

熱帯夜日数 約 ６０日増加

冬日日数 約 １0日減少

19
出典：気象庁HP

棒グラフは、

赤：1981～2010年平均と2076～2095年の日数の差、

黒：年々変動の標準偏差（左：現在気候、右：将来気候）を表す。

年平均気温４℃上昇年平均気温４℃上昇

RCP８．５シナリオ
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気候変動の影響
２１世紀末の予測・三重県

2020

RCP2.6
シナリオ

RCP8.5
シナリオ

田植え日を変更しない 田植え日を変更 田植え日を変更しない 田植え日を変更

品質に関係なく収量のみを考慮し
たコメの収量

高温による品質低下を受けない
コメの収量

減収増収

現在（1981年～2000年）との比

MIROC5の例

コメの収量

S8温暖化影響・適応研究プロジェクトからの提供資料



気候変動の影響
２１世紀末の予測・三重県

2121

栽培が難しい可能性のある地域（低温）

適地

栽培が難しくなる可能性のある地域（高温）

現在（1981～2000年）

適地

適地より年平均気温が低い地域

適地より年平均気温が高い地域

ウンシュウミカン

タンカン

RCP2.6 RCP8.5

適地より年平均気温が低い地域

適地

現在（1981～2000年）

ウンシュウミカンとタンカンの栽培適地

RCP2.6 RCP8.5

栽培が難しい可能性のある地域（低温）

適地

栽培が難しくなる可能性のある地域（高温）

大きく変化

拡大

21世紀末（2081～2100年）

21世紀末（2081～2100年）

MIROC5の例

S8温暖化影響・適応研究プロジェクトからの提供資料



気候変動の影響
２１世紀末の予測・三重県
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ブナ

アカガシ

減少

現在（1981～2000年）

RCP8.5RCP2.6

現在（1981～2000年）

拡大

RCP2.6 RCP8.5

21世紀末（2081～2100年）

MIROC5の例

ブナとアカガシの潜在生育域

21世紀末（2081～2100年）

S8温暖化影響・適応研究プロジェクトからの提供資料



気候変動の影響
２１世紀末の予測・三重県

23

斜面崩壊発生確率

23

現在（1981～2000年）

RCP8.5RCP2.6

斜面崩壊発生確率
上昇率

21世紀末（2081～2100年）

RCP2.6 RCP8.5

S8温暖化影響・適応研究プロジェクトからの提供資料

MIROC5の例



気候変動の影響
２１世紀末の予測・三重県
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東北大学 有働恵子准教授からの資料提供により作成

砂浜海岸延長(km) 砂浜幅(m)

伊勢湾・三河湾 54.6 31

熊野灘 114.7 41

RCP2.6シナリオ

海面上昇 31～42cm

砂浜消失率 59～81％

RCP8.5シナリオ

海面上昇 56～58cm

砂浜消失率 １００％

伊勢湾・三河湾における砂浜消失率



気候変動の影響
２１世紀末の予測・三重県

ヒトスジシマカ分布域

現在（1981～2000年） 21世紀末（2081～2100年）21世紀半ば（2031～2050年）

熱中症搬送者数の増加率

RCP2.6シナリオ

2031～2050年 １．３～２．２倍

2081～2100年 １．５～２．６倍

RCP8.5シナリオ

2031～2050年 １．４～２．７倍

2081～2100年 ２．９～７．９倍

MIROC5の例

S8温暖化影響・適応研究プロジェクトからの提供資料



気候変動の影響と対策
三重県の農林水産業における対策

26

夏の高温対策 病気と高温の対策 病害虫の予報

海の高水温対策 家畜の高温対策うんしゅうみかんの高温対策



気候変動の影響と対策
三重県内の自然保護の事例

ギフチョウの保全 ネコギギの保全

干潟の保全

ウミガメの保全

出典：国民参加による気候変動情報収集・分析委託業務で入手



気候変動の影響と対策
三重県の防災と健康分野の事例

出典：国民参加による気候変動情報収集・分析委託業務で入手

熱中症対策

自然災害対策




